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リン回収・肥料化システム

高機能リン吸着剤リントル®

リントル®とは？リントル®とは？

高機能リン吸着剤「リントル®」

リン鉱石資源の枯渇と未利用資源の活用

　食料生産に不可欠な窒素、リン、カリのいわゆる肥料三要素の中でも、リンは、

その原料となる天然の鉱石を、100％海外からの輸入に依存しており、調達価格の

高騰、産出国の輸出制限等、安定的な確保への懸念がすでに顕在化しております。

　一方で、社会の重要な基盤である下水道には、大量のリンが流入していることも

広く知られていますが、肥料としての利用は汚泥の形で一部が利用されているにと

どまっています。

　

　新しく開発したリントル®は、セメント・肥料のそれぞれの産業で培った材料技術

を活用して開発した珪酸カルシウム系の水和物を主体とし、特に、従来より開発さ

れていた結晶質の珪酸カルシウム水和物（例 Tobermorite、Xonotlite）に比べて、

多孔質であることに特徴があり、その多孔質性であるために、水溶液中のリン回収

能力に非常に優れております。また、Caによる凝集沈殿法とは異なり、選択的にそ

の表面にリンを吸着するために、排水中に含まれている有機物が回収物へ混入する

といった影響は少なく、リン回収後も、りん酸質肥料として活用できるよう材料設

計されております。

　このような優れた材料特性を併せ持つ「リントル®」を活用することで、下水処理

場等からこれまでほとんど有効活用されていなかったリンを回収し、これを肥料化

して、需要先様までご提供するという一環したシステムを提供いたします。

リントル®高機能リン吸着剤

リントル®の特長リントル®の特長

リントル®は、排水中のリンを高効率で吸着除去します。

〇高機能リン吸着剤 「リントル® 」は、新開発の珪酸カルシウム系多孔質吸着剤です。

〇従来の珪酸カルシウム材料に比べ多孔質度が高く、リンとの反応速度が格段に速いという特徴を有しています。

〇リンを吸着したリントル® は、副産りん酸肥料としてそのまま肥料およびその原料になります。
　（P2O5として15％以上、N＜1%）

(特開2009-285635、特開2009-285636)

リントル®

リントル®を活用した肥料化システムリントル®を活用した肥料化システム

下水処理場等
排水からのリン回収

排水からのリン回収の流れ

リンを吸着した
リントル®

肥料として需要先への供給

（電子顕微鏡写真）

非晶質珪酸カルシウム系無機材料であるリントル®は、未利用資源として下水処理場等へ
集積しているリンを回収し、肥料として資源化します。

リントル®　吸着の選択性
〇リントル® は、下水汚泥分離液等のように、リンの

　みならず有機成分に富んだ排水に対しても有機物

　の混入が少なく、肥料化（りん酸質）の制約となる

　N分の混入が抑制できます。

③選択的吸着性があり、品質規定の厳しい肥料取締法の条件を満たす回収物を得る
　ことができます。

リントル®

下水処理施設等の所定の排水系統へ、リントルの添加ならびにリン吸着物の回収のための専用の反応槽・回収槽

等の簡易な機能を付加することで、リンを回収出来ます。また、設置した反応槽等の運転・管理は、凝集剤の添

加も不要で、管理項目も少な

く容易です。

④添加のための運転・管理は容易です。

リントル®によるリンの回収
〇リントル® は、内部のカルシウムと液中のリン酸イオ

　ンにより、粒子表面にリン酸カルシウム層を形成さ

　せ、リンを回収します。そのため非常に沈降性の

　良いことが特徴で、凝集剤を必要としません。

〇脱水性が良く、固液分離が容易。

②凝集・沈降性に優れており、従来困難であったろ過（固液分離）が容易になります。

①リンとの親和性の高いカルシウムをベースとした無機系の材料で、かつ多孔質で
　比表面積が非常に大きいことから高いリン吸着能力があります。
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沈降時間　5分

リントル®

排水中のリン

有機成分（N等を含め）

消化汚泥分離液からの

リン回収品のN含有量

          回収資材

リントル® 

消石灰

塩化カルシウム

副産りん酸肥料登録要件

N　％

0.04

1.17

1.78

１未満
生活圏から下水へのリン流入

リン

リントル®

太平洋セメントグループ
リントル®の製造・販売

小野田化学工業
リンを吸着したリントル®

の引き取りと肥料化

排水への資材の添加 リン吸着後は沈積して回収排水中のリンを吸着

下水処理施設への応用

【モデル】
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